
ようやく寒さも緩み始め、梅の香りもかぐわしい季節になってきました。
ウグイスはまだまだ聴かれませんが、病棟から眺める山々も少しずつ春の準備とともに
萌葱色へと衣替えの最中だと思います。緩和ケア病棟でも春を探してみました。

３月２０日、お彼岸に『はすの実会』（故人
をしのぶ会）を行いました。

５・１６日 　音楽療法 病棟を開設して２年弱が過ぎようとしてい
 　９日　　絵手紙 ます。そんな中、沢山のご遺族の方が参
 １０日　　三味線 加され、ひとしきり思い出を語り合いまし
 １９日　　園芸療法 た。辛さを分かち合うことは、とても大切
 ２３日　　法話 なことだと思います。そして皆さん、笑顔
 ２８日　　アニマルセラピー になって帰って行かれたのがとても印象

共に寄り添っていけたらと思っています。☆ 予定は変更となる場合もあります
的でした。これからも患者さんやご家族と
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サクランボ

が一足先に

開花宣言！

初夏が楽し

みです♪ 

ジャガイモ

の種付けを

しました。収

穫祭が楽し

みです♪ 

パンジーが

咲き乱れて

います。押

し花にして

みようか

な・・・ 

春になると心がどことなくソワソワし

て来ますよね、そして花見・・・そし

て団子・・・とても楽しみです。 

４月の予定 


